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令和５年第１３回大川市教育委員会（定例会）会議録 

 

令和５年９月２９日、大川市役所大会議室において、令和５年第１３回教育委員会（定例会）を開催

した。出席者及び会議の経過並びに結果は次のとおりである。 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

開会  １６時３０分 

閉会  １７時４５分 

 

２．出席委員の氏名 

教育長  内藤 妙子 

委 員  谷川 朋昭 

委 員  蔵本美保子 

委 員  今村 秀一 

 

３．欠席委員 

 委 員  一ノ瀬直子 

 

４．事務局等の出席者 

学校教育課長          添田 宗孝 

生涯学習課長          井口 秀成 

学校教育課長補佐        緒方 範子 

生涯学習課課長補佐       米永 英人 

生涯学習課文化・社会・人権・同和教育係長 田中 健太郎 

記録者・学校教育課総務係    相浦 一也 

 

５．傍聴者 

なし 

 

６．付議案件 

審議事項 

（１） 議案第３２号 任期付市費負担教職員の任用について 

（２） 議案第３３号 令和５年度大川市教育委員会会計年度任用職員の任用について 

（３） 議案第３４号 臨時代理の承認について（大川市スポーツ推進委員の解嘱） 

（４） 議案第３５号 令和６年度からの学校給食調理業務について 

報告事項 

（１） 講師等の任用について 

（２） 令和５年度全国学力・学習状況調査、福岡県学力調査の結果について 

（３） スポーツイベントの実施について 

 

７．教育長の挨拶の要旨 

（１）大川市青少年育成市民大会 

８月２９日、大川市文化センターで開催。今年も参加型の企画で各団体の青少年育成に関す 

るブースを作った。大会の中で弁論大会があり、中学生２人弁論してくれた。ジュニアリーダ 

ーの子供達が進行をしてくれたが、とても上手だった。 



 2 

 

（２）大川市小中学校英語スピーチコンテスト 

９月２６日、市役所大会議室と各学校をオンラインで結んで実施。小学６年生１８名、中学 

生６名が参加。子供達はとても堂々として、立派だった。 

（３）大川市総合防災訓練 

９月２７日、大野島グラウンドで実施、２５団体３５０人の参加があった。今年は道海島小 

学校の４年生が参加し、初期消火、地震車を体験。ドクターヘリも久留米大学病院からきて、 

子供達にとって初めてみる臨場感満載の訓練で、良い勉強になったのではないか。 

  （４）大川市学校安全実践委員会研修会 

９月２９日、川口小学校で開催。講師を招き、点検箇所を確認した。 

  （５）９月市議会 

９月議会が９月２２日に閉会した。初日に一ノ瀬委員の任期満了に伴い、新しく木下明子教 

育委員が誕生した。初日に全会一致で承認されたことを報告する。 

一般質問が３名からあり、①大川市の奨学金制度について、②持続可能な生涯学習の拠点づ 

くり、③コミュニティスクール施策の充実、家庭教育憲章と新安心ネット宣言、学校での熱中 

症対策の質問があった。 

（６）２学期の行事 

１０月２１日大川市学校合同音楽会を国際医療福祉大学で実施。今年は児童合唱団も参加。 

１２月に狂言鑑賞を小学校５・６年生対象に企画している。 

 

８．議事の大要 

審議事項 （１）議案第３２号 任期付市費負担教職員の任用について 

質問・意見等なし 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

審議事項 
（１） 議案第３３号 令和５年度大川市教育委員会会計年度任用職員の任用 

について 

質問・意見等なし 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

審議事項 （３）議案第３４号 臨時代理の承認について（大川市スポーツ推進委員の解嘱） 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

 

詳細な解嘱理由を。 

 

９月１４日、窃盗の容疑で逮捕されたと新聞報道があり、本人も容疑を認めて

いる。現在、スポーツ推進委員の会長をしており、１２月に県のスポーツ推進委員

の大会が大川で開催されるが、その実行委員会の副委員長も務めていた。他の団

体にも影響することから、早急に会長を変更する必要があったため、９月１９日

のスポーツ推進委員会時に解嘱を行った。 
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≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

審議事項 （４）議案第３５号 令和６年度からの学校給食調理業務について 

委員 

 

事務局 

 

余剰食数に余裕がないが、転入生が入り調理可能食数を超えても大丈夫か。 

 

各学校、食数に余裕をみているので、調理可能食数内で調整がつくと考えてい

る。 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

報告事項 （１） 講師等の任用について 

質問・意見等なし 

報告事項 （２） 令和５年度全国学力・学習状況調査、福岡県学力調査の結果について 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

大川桐薫中学校が学力向上推進の指定校になっていて、熱心に取り組んであっ

たかと思うが、成果はあったのか。 

 

３年生の成績を見る限りでは、成果はあった。中学校の先生は持ち上がってい

くので、３年間、研究を推進した先生方が多く携わっていた。また、同時に数学

は、力量のある教師が２年生まで対応した部分は大きかったと思っている。１、

２年生に課題があるが、新しく若い先生が入ってきて、研究の成果が薄らいだ感

も正直考えられる。 

 

大川市はタブレットをたくさん使って頑張っていると思ったらそうでもなかっ

た。タブレットの使い方について、考えなどがあるのか。 

 

中学校の校長・教頭と話をしたところ、まだ日常的に持ち帰らせることについ

て、破損の心配や、子供はインターネットの使い方に詳しいので、タブレットの

使い方の心配の方が先にきている。これからは毎日持って帰って良いという方に

向かっていて、そのように認識を変えていかなければいけない。壊れるのが当た

り前という認識に変わっていかなければいけない。授業では丁寧に使っており、

そういう部分は正直ある。 

 

タブレットとかも、以前の安心ネット宣言で「持たせません」みたいに大川は

していたが、本当は実際使ってみて、色んなトラブルがあるかもしれないけど、

それを通して中学校までのうちに基礎的にこんなことしてはいけない、こうゆう

ふうになるということを失敗してもいいから学ぶ時期なのかなと思う。どんどん

使ってそこまで含めての学びかなと思う。そこまでやっていかないと大人になっ

てからトラブルにあったりするので、そこも大事かなと。タブレットの付随する

大事なところかなと思う。 

 

コロナ禍になって、大川がいち早く１人１台導入されて、小・中学校とも頻繁
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事務局 

 

 

 

 

委員 

にタブレットを使ったようなところがあったが、今は使う必要のない授業では使

わない、より効果的に使った方が良いのではないかという考え方に移行したので

はないか。それで使う頻度が少なくなっているのかなという印象を受けた。だか

ら全国が頻繁に使っているというのが、数年前の大川が導入した時のような、慣

れるために使いましょう・触りましょう、というのも反映された数字なのかもし

れないなという印象は受けた。 

 

単純に触ったかどうかの調査であり、効果的に使ったかは読み取れない。個人

的にはこの数字が問題だとは捉えていない。学校現場をみると効果的な使い方を

してある。例えば体育の授業などで自分たちの動きをみて、次の授業に活かして

おり、大川市の場合は効果的に使っている。 

 

イメージとして全部ペーパーレスに変わっていっており、社会的にもそうゆう

流れにあるのかなと。効果的には使ってあるかと思うが、英語に接しないと喋れ

ないのと一緒で、使っていないと出来ないというものがあるから、先生達も大変

かと思うが、試行錯誤やっていることを教えないといけない。 

 

報告事項 （３） スポーツイベントの実施について 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

例えばオクトーバーラン＆ウォークに登録する時は自分であれば大川市のチー

ムに入ることになるのか。 

 

大川市で登録すれば自動的に大川市のチームとなる。住所ではなく勤務地で登

録される方もいるので、市外の方でも大川市もある。個人で選択をしてもらうこ

とになる。 

 

昨年度の実績は。 

 

３３５の自治体よりエントリーがあり、大川市ではウォーキングの部は９１人、

ランニングの部が１０人のエントリーがあった。成績はウォーキングの部が２６

５位、ランニングが１５３位。 

 

大川市内の走りそうな団体にエントリーを要請するのか。 

  

市役所内の国土調査課は外での立会いが多いので、そこにはエントリーを要請

している。 

 

中央公園にスケートボードエリアが設けられているが、通常でも使用できるの

か。 

 

通常もスケートボードエリアとなっており、看板にも案内されている。 

 

 

 


